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中
国
上
海
で
開
催
さ
れ
た
Ｇ
20
は
、
年
初
来
の
株
価

の
低
下
や
乱
高
下
、
石
油
価
格
の
大
幅
低
下
な
ど
の
要

因
か
ら
各
国
に
景
気
対
策
を
求
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
な
か
に
は
、
わ
が
国
で
は
長
年
禁
句
と
な
っ
て
き

た
財
政
出
動
も
選
択
肢
に
含
ま
れ
て
い
る
。

新
自
由
主
義
経
済
学
の
敗
北

　

わ
が
国
は
二
〇
年
に
も
わ
た
る
デ
フ
レ
か
ら
い
ま
だ

に
脱
却
で
き
て
い
な
い
。
実
際
に
消
費
者
物
価
が
顕
著

に
下
が
り
は
じ
め
た
の
は
一
九
九
八
年
頃
か
ら
だ
が
、

ア
メ
リ
カ
Ｆ
Ｒ
Ｂ
議
長
だ
っ
た
グ
リ
ー
ン
ス
パ
ン
が

「
日
本
は
戦
後
初
の
デ
フ
レ
に
陥
っ
て
い
る
」
と
述
べ

た
の
は
一
九
九
五
年
六
月
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

販
売
価
格
が
下
が
る
と
企
業
は
経
費
を
節
約
す
る
必

要
が
あ
り
、
そ
の
最
大
要
因
で
あ
る
賃
金
を
下
げ
た
り

従
業
員
数
を
減
ら
し
た
り
す
る
こ
と
に
な
る
。
デ
フ
レ

が
続
く
と
、
デ
フ
レ
マ
イ
ン
ド
が
醸
成
さ
れ
て
、「
来
年

は
も
っ
と
売
価
が
下
が
る
だ
ろ
う
」
と
予
測
す
る
よ
う

に
な
る
。
そ
う
考
え
る
と
あ
ら
か
じ
め
、
さ
ら
な
る
経

費
の
削
減
を
し
て
お
か
な
け
れ
ば
企
業
は
存
続
で
き
な

く
な
る
。

　

ま
さ
に
、
こ
の
二
〇
年
間
は
こ
の
よ
う
な
「
恐
怖
の

循
環
」
と
言
え
る
状
況
で
推
移
し
て
き
た
。
勤
労
者
の

給
与
は
、
平
均
し
て
一
〇
〜
二
〇
％
も
下
が
っ
た
し
、

世
帯
収
入
も
パ
ー
ト
収
入
を
含
め
て
も
年
間
二
〇
〇
万

円
か
ら
四
〇
〇
万
円
と
い
う
あ
た
り
に
ピ
ー
ク
が
で
き

政
策
面
で
の
決
別
を
わ
が
国
に
迫
っ
て
い
る
象
徴
事
件

で
あ
る
。

Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
変
貌

　

財
政
破
綻
に
陥
っ
た
ギ
リ
シ
ャ
に
厳
し
い
財
政
規
律

を
強
制
し
て
き
た
Ｉ
Ｍ
Ｆ
は
、
厳
し
い
歳
出
削
減
は
さ

ら
な
る
歳
出
削
減
を
呼
び
込
む
だ
け
だ
と
い
う
こ
と
を

学
習
し
た
。
そ
の
た
め
、
最
近
の
Ｉ
Ｍ
Ｆ
は
論
調
を
大

き
く
変
え
て
、
財
政
出
動
（
つ
ま
り
は
大
き
な
政
府
だ
）

の
意
義
を
唱
え
て
い
る
。

　

二
〇
一
三
年
の
レ
ポ
ー
ト
で
、「
イ
ン
フ
ラ
は
経
済

に
お
け
る
生
産
で
の
不
可
欠
な
要
素
で
あ
る
」
と
指
摘

し
、「
経
済
の
あ
ら
ゆ
る
セ
ク
タ
ー
に
お
い
て
、
イ
ン
フ

ラ
に
依
存
し
な
い
生
産
は
想
像
し
が
た
い
」
と
記
述
し

て
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
重
要
性
に
言
及
し
た
。

　

二
〇
一
四
年
の
サ
ー
ベ
イ
レ
ポ
ー
ト
で
は
、
次
の
よ

う
に
述
べ
た
。

　
「
公
共
イ
ン
フ
ラ
へ
の
投
資
の
増
大
は
、
残
さ
れ
た

数
少
な
い
成
長
促
進
の
た
め
の
政
策
手
段
で
あ
る
」。

「
公
共
イ
ン
フ
ラ
へ
の
投
資
の
拡
大
は
、
短
期
的
に
は

需
要
の
増
大
、
長
期
的
に
は
経
済
の
生
産
能
力
を
向
上

さ
せ
る
」。

　

緊
縮
財
政
を
迫
っ
て
小
さ
な
政
府
を
要
求
し
て
い
た

時
代
と
は
ま
っ
た
く
様
相
を
異
に
し
て
い
る
の
が
最
近

の
Ｉ
Ｍ
Ｆ
な
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
年
の
レ
ポ
ー
ト
で
は
、
新
自
由
主
義

る
始
末
で
あ
る
。

　

こ
れ
で
は
子
育
て
は
難
し
い
。
二
〇
一
六
年
の
直
近

の
有
効
求
人
倍
率
は
上
が
っ
た
と
の
報
告
が
あ
る
け
れ

ど
も
、
多
く
の
地
域
で
正
社
員
の
求
人
倍
率
は
一
・
〇

を
超
え
て
は
い
な
い
。

　

グ
リ
ー
ン
ス
パ
ン
が
「
日
本
経
済
は
デ
フ
レ
だ
」
と

言
っ
た
一
九
九
五
年
に
、
わ
が
国
は
財
政
危
機
宣
言
を

発
し
た
。
こ
の
年
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
が
あ
り
地

下
鉄
サ
リ
ン
事
件
が
あ
り
と
い
う
年
だ
っ
た
が
、
今
年

の
軽
井
沢
バ
ス
事
故
に
つ
な
が
る
『
規
制
破
壊
』
な
る

書
が
上
梓
さ
れ
た
年
で
も
あ
っ
た
。

　

規
制
緩
和
・
規
制
破
壊
は
新
自
由
主
義
経
済
学
の
シ

ン
ボ
ル
と
も
言
え
、「
政
府
は
余
計
な
こ
と
を
し
な
け

れ
ば
い
い
。
民
間
に
自
由
に
や
ら
せ
る
ほ
ど
経
済
的
成

果
が
得
ら
れ
る
」
と
い
う
考
え
方
が
基
本
だ
か
ら
、
小

さ
な
政
府
、
民
営
化
、
自
由
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
指

向
す
る
。

　

こ
の
動
き
と
財
政
危
機
認
識
と
は
ピ
タ
リ
と
指
向
が

一
致
し
た
の
だ
。
財
政
支
出
を
減
ら
し
て
政
府
を
小
さ

く
す
れ
ば
民
間
の
活
動
分
野
を
広
げ
る
こ
と
に
な
り
、

大
き
な
経
済
的
成
果
が
得
ら
れ
る
と
新
自
由
主
義
経
済

学
は
主
張
す
る
の
だ
か
ら
、
財
政
支
出
削
減
推
進
派
と

意
見
が
一
致
し
た
。

　

こ
う
し
て
、
具
体
的
に
何
を
内
容
と
す
る
の
か
明
確

に
さ
れ
な
い
ま
ま
、「
構
造
改
革
」
を
進
め
る
と
景
気
が

回
復
し
た
り
経
済
が
成
長
す
る
な
ど
と
言
い
、
財
政
出

経
済
学
者
が
よ
く
言
う
「
政
府
支
出
が
増
大
す
る
と
、

金
利
が
上
昇
し
て
民
間
投
資
を
阻
害
す
る
」
と
い
う

「
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ン
グ
ア
ウ
ト
説
」
で
は
な
く
、「
イ
ン
フ

ラ
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
が
民
間
投
資
と
高
度
に
補
完

的
で
あ
る
た
め
、
潜
在
的
に
民
間
投
資
を
〝
ク
ラ
ウ
デ

ィ
ン
グ
イ
ン
〞
さ
せ
、
総
需
要
を
増
大
さ
せ
る
」
と
い

う
の
で
あ
る
。

　

ま
さ
に
そ
の
通
り
で
、
こ
の
こ
と
は
近
年
の
関
東
地

方
で
の
首
都
圏
中
央
連
絡
道
路
（
圏
央
道
）
の
整
備
が

見
事
に
証
明
し
て
い
る
。
こ
の
道
路
の
部
分
的
な
供
用

延
長
の
増
加
に
伴
い
沿
道
や
周
辺
に
は
、
各
種
工
場
や

大
規
模
な
物
流
施
設
が
次
々
と
建
設
さ
れ
て
お
り
、
イ

ン
フ
ラ
整
備
が
民
間
投
資
を
誘
発
し
て
い
る
様
子
が
顕

著
に
見
ら
れ
る
。

　

Ｉ
Ｍ
Ｆ
が
イ
ン
フ
ラ
投
資
の
重
要
性
を
説
く
ほ
ど
に

変
貌
し
た
よ
う
に
、
経
済
学
の
常
識
は
変
化
し
た
の
だ
。

新
自
由
主
義
経
済
学
の
市
場
が
す
べ
て
を
解
決
す
る
と

い
う
の
も
、
二
〇
〇
八
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
で
崩

壊
し
た
し
、
規
制
緩
和
・
規
制
破
壊
が
よ
り
よ
い
サ
ー

ビ
ス
を
生
み
出
す
と
い
う
の
も
、
わ
が
国
で
の
関
越
・

軽
井
沢
と
相
次
ぐ
バ
ス
事
故
の
発
生
で
完
全
に
否
定
さ

れ
た
。

　

世
界
的
に
も
日
本
的
に
も
、
新
自
由
主
義
経
済
学
は

死
ん
だ
の
だ
。
わ
が
国
で
は
、
こ
の
経
済
学
は
完
全
に

主
流
派
と
な
り
学
会
を
席
巻
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
世

界
的
に
は
周
回
遅
れ
と
な
っ
て
い
る
。

財政出動とIMFの変貌
Hisakazu Ohishi

国土学アナリスト
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一般政府公的固定資本形成の推移（平成８年を100とした割合）
（％）

（暦年）

（注）1 全て名目値を用いている。 2 2005年の英国については、英国原子燃料会社（BNFL）の資産・債務の中央政府への承継（約15,600百万ポンド）の影響を除いている。
3 アメリカについては、2013年7月より採用された08SNAによるデータ、その他の国については、93SNAによるデータである。

資料）日本以外の国については、OECD Stat.Extracts 「National Accounts」、日本については、内閣府「2013年度国民経済計算（2005年基準・93SNA）（確報）より国土交通省作成。

公共投資水準の国際比較 動
は
削
り
に
削
り
、
公
共
事
業
費
は
図
に
見
ら
れ
る
よ

う
に
世
界
の
先
進
国
で
唯
一
日
本
だ
け
が
ひ
た
す
ら
削

減
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
結
果
は
惨
め
な
も
の
だ
っ
た
。
歳
出
削
減
に
励

ん
だ
の
に
（
励
ん
だ
か
ら
）
政
府
債
務
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
率

は
倍
増
し
た
し
、
経
済
は
世
界
で
た
だ
一
つ
ま
っ
た
く

成
長
し
な
い
国
と
な
り
、
そ
の
た
め
税
収
が
伸
び
な
い

ま
ま
で
、
一
人
あ
た
り
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
世
界
に
お
け
る

地
位
は
直
近
で
は
二
七
位
に
転
落
し
た
。

　

軽
井
沢
バ
ス
事
故
は
、
規
制
緩
和
・
規
制
破
壊
を
推

進
し
て
き
た
新
自
由
主
義
経
済
学
か
ら
の
、
あ
ら
ゆ
る

（注1）全て名目値を用いている。（注2）2005年の英国については、英国原子燃料会社（BNFL）
の資産・債務の中央政府への承継（約15,600百万ポンド）の影響を除いている。

（注3）アメリカについては、2013年7月より採用された08SNAによるデータ、その他の国に
ついては、93SNAによるデータである。
資料）日本以外の国については、OECD Stat.Extracts 「National Accounts」、日本について
は、内閣府「2013年度国民経済計算（2005年基準・93SNA）（確報）より国土交通省作成。
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一般政府公的固定資本形成の推移（1996年を100とした割合）


